
平成２４年上半期食品産業動向調査

食品産業動向調査結果

　　　１　食品産業の景況

　　　２　食品産業の商品(製品）志向と安全性確保

　　　３　食品産業の高齢化対応
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲食店　　　　　　　６８社

　　　　　＜調査に関するお問い合わせ＞

　　　　　　日本政策金融公庫（農林水産事業）情報戦略部 TEL 03-3270-3151

平成２４年９月

調査要領 

詳しい調査結果を当公庫農林水産事業ホームページ（http://www.jfc.go.jp/a/)に掲載しています。 
トップページから「各種レポート」→「食品産業動向調査」の順でご覧ください。 



１ 食品産業の景況

景況ＤＩ　（景況ＤＩは、売上高ＤＩ、経常利益ＤＩ、資金繰りＤＩを平均して算出）

（注）日銀短観は、毎年4～6月、10～12月の数値を用いた。

地域別景況ＤＩ

  食品産業全体の景況は、平成18年上半期は小雨模様となったが、下半期には曇り模様に改善す

  食品産業全体の景況は、平成18年上半期は小雨模様となったが、下半期には曇り模様に改善す

【実績】   

○ 平成２４年上半期の食品産業の景況ＤＩは、前回調査時の２３年下半期より５．９ポイント上昇 

   し、マイナス８．４となり、引き続き改善・持ち直しの動きとなった。 

【見通し】   

○ ２４年下半期の食品産業の景況ＤＩは、さらに２．５ポイント上昇し、マイナス５．９と改善傾向    

食品産業景況感は２期連続持ち直し、２４年下半期も改善続く見通し 
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【実績】 

○ ２４年上半期の地域別景況ＤＩは、北海道、中国、四国では悪化となったが、それ以外の地域では    

  ２．１～２５．１ポイントの改善となった。特に、北関東、南関東では、それぞれ２５．１、   

   １９．０ポイント上昇し大幅な改善となり、東北では６．４ポイント上昇しプラス０．３となっ 

  た。 

【見通し】   

○ ２４年下半期の地域別景況ＤＩは、東北、北関東で悪化、それ以外の地域では１．３～８．７ポ 
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日銀短観 

（全産業・全規模） 

日銀短観 

（製造業・全規模） 

（注）地域の区分 

北海道･･･････北海道                      東海･････岐阜県、静岡県、愛知県、三重県 

東北･････････青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県  近畿･････滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

北関東･･･････茨城県、栃木県、群馬県              中国･････鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県  

南関東･･･････埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県         四国･････徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

甲信越･北陸･･新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県  九州･････福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、                       
                                                                        鹿児島県 (沖縄県除く）                                                               
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業種別景況ＤＩ

仕入れ価格ＤＩ　（「上昇」の割合から「低下」の割合を引いた値）

【製造業】  
○ ２４年上半期の景況ＤＩは２．４ポイント上昇しマイナス９．３の改善となった。 
○ ２４年下半期の景況ＤＩは５．２ポイント上昇しマイナス４．１と改善が続く見通し。 

【卸売業】 
○ ２４年上半期の景況ＤＩは１８．０ポイント上昇しマイナス８．５の大幅改善となった。 
○ ２４年下半期の景況ＤＩは２．１ポイント低下しマイナス１０．６の悪化となる見通し。 

【小売業】 
○ ２４年上半期の景況ＤＩは７．８ポイント低下しマイナス９．８の悪化となった。 
○ ２４年下半期の景況ＤＩは１．４ポイント上昇しマイナス８．４の改善となる見通し。 

【飲食店】 
○ ２４年上半期の景況ＤＩは２３．７ポイント上昇しプラス１７．２の大幅改善となった。 
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○ ２４年上半期の仕入価格ＤＩは３．３ポイント低下ながらプラス３５．１と価格上昇となった。 
○ ２４年下半期の仕入価格ＤＩも９．８ポイント低下ながらプラス２５．３と上昇が続く見通し。 
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見通し 

ＤＩ 

製造業 

卸売業 

小売業 

飲食店 

(食品産業計) 

17年上半期 17年下半期 18年上半期 18年下半期 19年上半期 19年下半期 20年上半期 20年下半期 21年上半期 21年下半期 22年上半期 22年下半期 23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期見通し

製造業 ▲ 17.6 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 12.6 ▲ 12.7 ▲ 20.7 ▲ 19.6 ▲ 20.6 ▲ 19.1 ▲ 20.8 ▲ 17.0 ▲ 18.6 ▲ 18.9 ▲ 11.7 ▲ 9.3 ▲ 4.1

卸売業 ▲ 18.8 ▲ 29.3 ▲ 12.8 ▲ 10.9 ▲ 15.6 ▲ 20.6 ▲ 19.1 ▲ 32.3 ▲ 27.8 ▲ 36.9 ▲ 18.3 ▲ 7.3 ▲ 24.6 ▲ 26.5 ▲ 8.5 ▲ 10.6

小売業 ▲ 2.4 ▲ 11.8 ▲ 2.6 5.7 4.0 ▲ 8.4 ▲ 15.5 ▲ 25.0 ▲ 23.4 ▲ 37.5 ▲ 32.5 ▲ 21.4 ▲ 10.4 ▲ 2.0 ▲ 9.8 ▲ 8.4

飲食店 ▲ 7.1 9.7 18.6 10.5 ▲ 3.8 ▲ 2.3 ▲ 23.7 ▲ 24.5 ▲ 34.5 ▲ 44.6 ▲ 17.9 ▲ 10.7 ▲ 40.5 ▲ 6.5 17.2 8.3
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（参考）　業種別景況ＤＩ（詳細版）

製造業

卸売業・小売業・飲食店

 売上高・経常利益・資金繰りについて、全体に対する「増加する（楽になる）」の構成比から「減
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販売数量DIと販売価格DI（「増加（上昇）」の割合から「減少（低下）」の割合を引いた値）

雇用判断ＤＩ 　(「不足」の割合から「過剰」の割合を引いた値）

(注）有効求人倍率は、新規学卒者を除き、パートを含む毎年6月、12月の季節調整値。

【販売数量】 
○ ２４年上半期の販売数量ＤＩは４．９ポイント上昇しマイナス６．２となった。 

○ ２４年下半期の販売数量ＤＩは７．９ポイント上昇しプラス１．７となる見通し。 
【販売価格】 
○ ２４年上半期の販売価格ＤＩは３．０ポイント上昇しマイナス８．６となった。 

○ ２４年下半期の販売価格ＤＩは０．３ポイント上昇しマイナス８．３とほぼ横ばいの見通し。 
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○ ２４年上半期の雇用判断ＤＩは０．４ポイント低下しマイナス０．５とほぼ横ばいとなった。 
○ ２４年下半期の雇用判断ＤＩは５．１ポイント上昇しプラス４．６と不足感となる見通し。 

年 9

半期 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上
下

見通し

販売数量ＤＩ 2.7 ▲ 9.0 ▲ 9.9 ▲ 8.5 ▲ 8.2 ▲ 10.6 ▲ 2.1 ▲ 9.3 ▲ 7.5 ▲ 6.0 ▲ 6.6 ▲ 8.7 ▲ 10.2 ▲ 5.6 ▲ 10.6 ▲ 10.1 ▲ 2.8 ▲ 1.7 ▲ 1.6 ▲ 4.6 ▲ 4.9 ▲ 11.5 ▲ 20.4 ▲ 25.7 ▲ 32.9 ▲ 26.2 ▲ 19.2 ▲ 19.8 ▲ 11.1 ▲ 6.2 1.7

販売価格ＤＩ ▲ 27.2 ▲ 26.9 ▲ 21.2 ▲ 28.4 ▲ 34.9 ▲ 39.0 ▲ 40.1 ▲ 41.3 ▲ 50.1 ▲ 37.6 ▲ 31.4 ▲ 27.6 ▲ 31.6 ▲ 21.4 ▲ 13.2 ▲ 18.0 ▲ 23.2 ▲ 9.4 ▲ 4.1 ▲ 4.5 1.1 28.9 20.2 ▲ 16.0 ▲ 41.1 ▲ 26.5 ▲ 15.9 ▲ 9.1 ▲ 11.6 ▲ 8.6 ▲ 8.3
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有効求人倍率 

17年上半期 17年下半期 18年上半期 18年下半期 19年上半期 19年下半期 20年上半期 20年下半期 21年上半期 21年下半期 22年上半期 22年下半期 23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期見通し

食品産業 △ 1.5 4.8 4.7 9.3 7.0 9.2 2.9 △ 2.1 △ 10.4 △ 9.1 △ 9.3 △ 4.8 △ 6.8 △ 0.1 △ 0.5 4.6

うち製造業 △ 3.1 4.2 3.8 7.9 4.8 8.4 0.7 △ 1.2 △ 10.2 △ 7.1 △ 8.5 △ 3.3 △ 6.8 1.0 △ 0.8 5.3

⑤



設備投資ＤＩ 　(「増加」の割合から「減少」の割合を引いた値）

（注）年途中に行う上半期調査に比べ、年初に行う下半期調査の方が設備投資に対して弱含みの数値となりやすい。

２ 食品産業の商品（製品）志向と安全性確保

食品産業の商品（製品）志向

○ 設備投資ＤＩ(平成２４年上半期時点での平成２４年通年の見通し)は、前回調査（２３年下半期） 
   より８．１ポイント上昇しプラス３．２となり、前年同期（２３年通年の見通し）のマイナス  
   ３．８と比べても７．０ポイント上昇しており、設備投資環境は改善傾向にある。 
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設備投資DI 

上段は調査時期、( ）内は見通し年 

食品産業は「味」、「地元産」、「簡便」の質的価値を重視 

○ 食品産業での現在の主力商品（製品）は、これまでの調査結果と同様の動向がみられ、今回の調査 

   結果でも「安全」志向が４９．１％と最も高く、次いで「低価格」が３５．５％となり、減少傾向 

   ながら上位にある。 

○ 一方、増加傾向が続いているのは「味」、「地元産」、「簡便」といった質的価値に係る志向で、 
   前回調査よりそれぞれ０．３、０．２、０．６ポイント増加して、３３．２、２５．５、１３． 

   ８％となっている。 
○ なお、低下傾向が続いていた「国産」は今回の調査では１．３ポイント増加して１６．６％となり 

調査時期
(見通し年)
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(17年)
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(22年)
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(23年)

23年上半期
(23年)
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(24年)

24年上半期
(24年)

食品産業 ▲ 2.9 ▲ 5.2 0.3 ▲ 3.5 ▲ 2.1 ▲ 10.4 ▲ 9.2 ▲ 26.7 ▲ 14.3 ▲ 19.1 ▲ 4.5 ▲ 10.5 ▲ 3.8 ▲ 4.9 3.2

うち製造業 ▲ 1.9 ▲ 5.6 1.3 ▲ 3.4 ▲ 0.8 ▲ 10.3 ▲ 10.6 ▲ 26.8 ▲ 11.6 ▲ 16.6 ▲ 0.3 ▲ 10.6 ▲ 1.2 ▲ 4.1 2.1
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食品の安全性確保に対する取組み

３ 食品産業の高齢化対応

○ 食品産業の商品（製品）志向として最も上位に位置されている「安全」に対しては、「社員・従業員 
   の教育、意識改革」が７２．５％と最も多く、次いで「安全・衛生管理体制の整備」が６１．８％、    

  「品質検査の実施」が５５．９％、「トレーサビリティの確保」が４７．４％となっている。 
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11.9  

18.8  

17.0  

15.9  

26.1  

19.9  

26.3  

37.5  

45.6  

2.1  

1.1  

9.2  

10.1  

15.5  

19.0  

19.8  

20.0  

21.2  

21.3  

27.7  

30.0  

37.4  

44.4  

47.4  

55.9  

61.8  

72.5  

0% 20% 40% 60% 80%

特にない 

その他 

有機原材料の使用 

コールドチェーン体制の整備 

お客様窓口の設置 

残留農薬検査の実施 

ＩＳＯ認証の取得 

商品の情報公開・開示 

商品・製品のＰＲ活動 

ＨＡＣＣＰ方式の導入 

衛生関連設備の設置 

放射能測定の実施 

国産原材料の使用 

管理マニュアルの作成 

トレーサビリティの確保 

品質検査の実施 

安全・衛生管理体制の整備 

社員・従業員の教育、意識改革 

食品の安全性を確保するための取組み （複数回答） 

現在の取組み 

今後予定されている取組み 
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1.1  

0.1  

6.1  

5.6  

4.1  

5.1  

17.2  

19.9  

25.6  

16.2  

24.4  

36.1  

16.0  

1.2  
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2.5  

2.9  

4.2  

7.4  

11.9  

13.0  

18.6  

22.3  

23.8  

47.3  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特になし 

その他 

若年層向け商品の廃止・削減 

商品・パッケージデザインの工夫 

流通チャネル・広告宣伝等の工夫 

味付けの変更 

伝統的な食品の取扱いの増加 

食べやすい大きさ・形状・硬さへの変更 

商品の個包装・小分け化 

商品の少量化 

健康機能性の強化 

原材料や商品の品質向上 

安心・安全面の強化 

顧客の世代構成の変化（高齢化）への対応 (2つまで回答） 

16年上半期 

24年上半期 

○ 顧客の世代構成の変化（高齢化）への対応では、８年前（平成１６年上半期）の調査結果と比べて、 
   今回の調査では「安心・安全面の強化」が３６．１％と１１．２ポイントの低下ながら同じく最も多 
   く、次いで２５．６％の「商品の少量化」が続き、「原材料や商品の品質向上」は２４．４％と上位 

   ３番目となった。 
○ また、「商品の個包装・小分け化」が１９．９％、「食べやすい大きさ・形状・硬さへの変更」が 
   １７．２％と、８年前の調査結果から、それぞれ６．９ポイント、５．３ポイント伸ばしており、 
  「健康性機能の強化」は１６．２％と６．１ポイント低下している。 

⑦



（参考）　景況天気図

業種別の景況天気

24年上半期 24年下半期 24年上半期 24年下半期 24年上半期 24年下半期 24年上半期 24年下半期

食 肉 加 工 品        

牛 乳 ・ 乳 製 品        

水 産 食 品        

農 産 保 存 食 品        

調 味 料        

糖 類        

精 穀 ・ 製 粉        

パ ン        

菓 子        

油 脂        

め ん 類        

冷 凍 食 品        

炊 飯 ・ そ う 菜       

飲 料        

酒 類        

そ の 他 飲 食 品        

       

各 種 商 品        

穀 類 ・ 豆 類        

青 果 物        

食 肉        

生 鮮 魚 介        

そ の 他 生 鮮 品        

そ の 他 飲 食 品        

       

うち市場開設兼卸売        

うち市場卸売        

うち市場仲卸        

百 貨 店        

総 合 ス ー パ ー        

食 品 ス ー パ ー        

ｺ ﾝ ﾋ ﾞ ﾆ ｴ ﾝ ｽ ｽ ﾄ ｱ        

生 活 協 同 組 合        

その他の各種食品店        

生 鮮 品 店        

そ の 他 飲 食 品 店        

       

       

       

(注）天気マークは、景況DIの数値帯によって次のとおりとした。

資金繰り

製
　
　
造
　
　
業

飲 食 店

(製造業計）

（卸売業計）

(食品産業計)

経常利益景況 売上高

（小売業計）

（

再
掲
）

卸
　
売
　
業

業　　種

小
　
売
　
業

（雨）≦－20＜（小雨）≦－5＜（くもり）＜5≦（薄日）＜20≦（晴れ）


